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学位論文題名 

解離発症に及ぼす心的イメージの影響 
 

精神医療の現場では，解離性同一性障害という典型的な解離の病理を持つ患者の多くが，現実と

見紛うほどの知覚的詳細さを伴ったリアルなイメージを体験するという報告が行われている。解離

理論の中には，そうした観察をもとに，リアルなイメージを体験する個人の傾向が，解離の発症に

関与していることを示唆するものがある。しかし，解離とイメージとの関連について詳細な議論が

行われることはほとんどなく，その上，両者の関係を調べた研究においても，一貫した結果が得ら

れていない。 

本論文では，解離とイメージの関連を明らかにするため，以下の２つの問題について検討が行わ

れている。第１は，ある場面のイメージを形成した際，それをリアルに体験することと，解離傾向

の高さが関連しているか否かという問題であり，第２は，イメージ体験が精神医療の対象となるよ

うな病的解離と関連している否かという問題である。第２の問題は治療的介入の一環として検討し

得る。しかし，第 1の問題は解離の基礎過程の研究であるため治療とは直接の関係がなく，アナロ

グ研究を行わざるを得ない。そこで先ず，解離症状の訴えを有する精神科外来通院中の患者（臨床

群）と，非臨床群の解離体験構造，具体的には解離性体験尺度の構造の同型性が確かめられた。こ

の結果を受けて，臨床群と非臨床群の解離体験に質的差異はないと仮定され，第１の問題の検討が

行われている。 

第１の問題は，類知覚的側面や情動的側面等，リアリティ発現に関わるイメージの複数の側面を

区別した上で，詳細な検討が行われている。先ず，類知覚的側面におけるリアリティを測定する質

問紙が新たに構成され，解離傾向との関連について定量的検討が行われている。次いで，量的計測

が困難な，情動などのイメージのその他の側面と解離傾向との関連について，テキストマイニング

の手法を用いた定性的検討が行われている。第２の問題は，解離性体験尺度の下位因子のうち，リ

アルなイメージ体験と密接な関係にある「没入」因子が，しばしば非病的な解離と見なされること

を受けて設定された。解離性体験尺度による病的解離の検出力が，「没入」以外の因子に由来する

ものであれば，リアルなイメージ体験と病的解離との関連を否定する根拠となりうる。ただし，「没

入は非病的」という通説は，十分なデータに基づいたものではない。そこで，ミネソタ多面人格目

録によって測られる，解離性障害に特徴的な精神症状との関連を検討することで，病的解離の検出

に寄与する解離性体験尺度の下位因子の同定を試みている。 

本研究の第１の成果は，従来，明確な結論が得られていなかった解離性体験尺度の因子構造を明

らかにし，かつ，その構造が臨床群と非臨床群でほぼ一致していることを確認したことである。こ

れらの結果は，解離の詳細な測定とアナログ研究が可能であることを実証しており，解離研究全体

への大きな寄与と言えよう。 

第２の成果は，イメージのリアリティと解離傾向との間に，有意な関連が見いだされたことであ

る。これは，従来の研究ではみられなかった新たな発見である。また，こうした結果を得る過程で

は，臨床心理学的研究においては用いられることが希な実験心理学的な方法論が用いられており，

そうした手法の有用性を示したという点でも，本研究は当該研究領域の発展に寄与するものと考え

られる。 



第３の成果は，解離性体験尺度の３つの下位因子の中で，解離に特徴的な精神病理との関係が最

も強いのは「没入」因子であると示したことである。これは，「没入は非病的な解離である」とい

う通説とは逆の結果であり，解離の発症要因の解明に，イメージの個人差という新たな枠組みを加

えることの必要性を示した重要な結果といえる。 

以上述べてきた本論文の諸成果は，いずれも，当該研究領域において大きな学問的貢献をなすも

のであると考えられる。そのことは，本論文に記されている研究成果の一部が，複数の査読付き学

術雑誌に掲載されていることからも確認できる。また，解離性障害という精神疾患に，イメージと

いう基礎的な認知機能が関与していることを示した点は，病理と正常の連続性を示唆する知見とし

て特に重要であり，より深い人間理解を目指そうとする解離以外の研究の発展にも，大きく寄与す

るものと期待される。ただ，本研究で示されたイメージのリアリティと解離傾向との関連がそれほ

ど大きくなかったことや，臨床群と非臨床群の属性が必ずしも同じではなかった点に関しては，今

後，さらに検討を加えていく必要がある。しかし，これらのことは本論文の意義を損なうものでは

なく，むしろ，当該領域の実証研究をさらに進展させるための，新しい出発点と位置づけることが

できる。 

本審査委員会は以上の審査結果に基づき，全員一致で，本間美紀氏に博士（文学）の学位を授与

することが妥当であるとの結論に達した。 


